
                                                         平成２３年５月１７日 保護者 様  
                                                             広島市立鈴張小学校                                校 長 加藤 恵子 
   

お 知 ら せ と お 願 い 

 

  新緑の候，貴台にはますますご清栄のこととお喜び申しあげます。日ごろから、本校の教育活動にご理解とご協力をいただきまして感謝しております。  さて、すでにご承知のことと思いますが、先週の木曜日安佐南区の小学６年生３名が川で溺死するという悲しい事件が起こりました。本校の学区でも、周りに川が流れております。子どもたちだけで川に入ることがないように、また、増水した川に近寄らないように学校では、子どもたちに指導をしております。  ご家庭でも、以下の二つのことについて子どもたちに話してください。 ① 特に大雨時やその翌日においては、増水が予測されるので、川や用水路等には決して近づかない。 ② 遊びに行くときには、行き先・帰宅時刻・同行者等について、きちんと告げて出かける。  子どもたちの安全に関して、お知らせが遅くなってしまいました。中祖の交差点から平原橋にかけて、ガードレールがついていますが、このガードレールは、今まで上の部分しかガードレールがありませんでした。そのため、雨や雪の日に子どもたちが滑りでもしたら、そのまま道路部分から川底まで５ｍから７ｍの深さがある川の中に転落して大変危険な状態でした。以前より、交通安全推進隊や連合自治会より下の部分にもガードレールを付けるよう要望しておりましたが、このたび、広島市交通安全運動推進隊連絡協議会会長の丸本 光彌 様のご尽力により、ようやく下の部分にも棒状のガードレールを付けてもらうことができました。子どもたちの登下校の安全確保にご尽力いただきましたことに深く感謝しております。下の写真は、棒状のガードレールが新たに付けられた様子です。 
 

 

 

 

  


